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亀
城
公
園
の
東

亀
城
公
園
の
東
櫓櫓や

ぐ
ら

や
ぐ
ら

と
西
櫓

と
西
櫓

　

市
立
博
物
館
の
東
側
に
隣
接
す
る
亀
城
公
園（
土

浦
城
跡
）は
、
茨
城
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

か
ら
70
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
亀
城
公
園
は
当
初
、

昭
和
27（
１
９
５
２
）年
11
月
18
日
に「
亀
城
公
園
及

び
亀
城
楼
門
」と
い
う
名
称
で
茨
城
県
指
定
文
化
財

（
史
跡
）第
１
号
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
41

（
１
９
６
６
）年
に
そ
の
指
定
名
称
を「
土
浦
城
跡
お

よ
び
櫓
門
」に
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の

亀
城
公
園
内
に
建
つ
、東
櫓
と
西
櫓
を
紹
介
し
ま
す
。

　
土
浦
城
に
は
天
守
が
無
く
、
本
丸
内
に
は
東
櫓
と

西
櫓
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
櫓
と
は
、
攻
め
て

く
る
敵
の
動
き
を
監
視
す
る
物
見
や
、
戦
の
際
に
指

揮
を
執
る
た
め
の
建
物
で
す
。
土
浦
城
の
東
櫓
と
西

櫓
は
、元
和
６（
１
６
２
０
）年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、

当
時
の
土
浦
藩
主
で
あ
っ
た
西
尾
忠た

だ
な
が永

が
建
立
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
櫓
は
物
見
と
し
て
も
使
わ
れ
ま

し
た
が
、
ど
ち
ら
も
将
軍
家
か
ら
の
拝
領
品
や
土
浦

藩
主
土
屋
家
歴
代
当
主
の
遺
品
、
城
内
の
武
具
な
ど

を
収
め
る
、
保
管
庫
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
記
録「
秘ひ

こ
う
ま
ん
り
つ

公
満
律
」に
よ
れ
ば
、

東
櫓
は
二
階
櫓
の
造
り
で
、
１
階
は
梁は

り
ゆ
き行（
梁
に
平

行
な
面
）５
間（
約
９
ｍ
）・
桁け

た
ゆ
き行（

梁
に
垂
直
な
面
）

４
間（
約
７・
２
ｍ
）、
２
階
は
梁
行
４
間
・
桁
行
３

間（
約
５・
４
ｍ
）の
広
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
元
和
６

年
の
建
立
以
降
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
明
治
17（
１
８
８
４
）年
に
火
災
で
焼
失

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
の
建
物
は
、
平
成
10

（
１
９
９
８
）年
に
復
元
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
の
西
櫓
も
二
階
櫓
の
造
り
で
す
が
、
１
階
は

梁
行
４
間
・
桁
行
３
間
、
２
階
は
梁
行
３
間
・
桁
行

２
間（
約
３・
６
ｍ
）と
、
東
櫓
よ
り
も
一
回
り
小
さ

な
造
り
で
し
た
。
西
櫓
は
、
昭
和
24（
１
９
４
９
）年

に
猛
威
を
奮
っ
た
キ
テ
ィ
台
風
の
被
害
に
遭
い
、
復

元
を
前
提
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
３

（
１
９
９
１
）年
に
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
亀
城
公
園
内
で
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る

櫓
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
記
録
な
ど
を
も
と
に

復
元
し
た
も
の
で
あ
り
、
往
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
う
ち
東
櫓
で
は
、
土
浦
城
跡

か
ら
出
土
し
た
資
料
や
、城
下
に
刻と

き
を
知
ら
せ
た「
土

浦
城
櫓
門
の
太
鼓
」（
土
浦
市
指
定
文
化
財
）な
ど
を

展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
70
年
が
経
過
し
た

こ
の
機
会
に
、亀
城
公
園
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
市
立
博
物
館
が
休
館
中
の
た
め
、
東
櫓
を
無
料
開

　
館
し
て
い
ま
す
。

　
（
東
櫓
開
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

休
館
日
：
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
）

問
市
立
博
物
館（
☎
８
２
４
・
２
９
２
８
）

東櫓

西櫓


